
らためて歯科の立場からリハビリテーションに貢献

したい。嚥下チームへの関わりも同様で、チームの

一員としてリハビリテーション科医師、言語聴覚士

などと協力しながら摂食嚥下障害に対する歯科的ア

プローチを行っていく方針に変更はない。

また、がん患者さんの口腔合併症への対応、緩和

ケア領域や頭頚部放射線治療の患者さんに対しても

関係各科と連携をとり、効果的な口腔ケアが実施で

きるように引き続き積極的に取り組んでいきたい。

退院後はなるべくかかりつけの歯科医院に受診する

よう勧めているが、紹介先の歯科医院および患者さ

んが困らないように、うまく橋渡しの役割を果たし

たい。そのための連携システムを、浜松市歯科医師

会と市内の病院歯科、地域の医科診療所協同で構築

しているところであり、引き続き宜しくお願いした

い。

また口腔外科処置は、聖隷浜松病院口腔外科や浜

松医科大学病院、浜松医療センター、浜松赤十字病

院などにお願いしており、この場を借りて厚く御礼

を申し上げたい。

（部長　梅田 慈子）

・医師数　　　　2名　　・専攻医　　　0名

・初期研修医　　0名

（2025年 4月現在）

歯科　

何らかの疾患に罹患し入院すると、口腔内の状況

が変化し、口腔内汚染や口内炎の発生、歯周病や齲

蝕の増悪などが見られることがある。適切な対応を

行わずにいるとそれらが原因の一つとなり、入院中

だけでなく退院してからもすぐには満足な食生活が

送れないなど、生活する上で支障が生じてしまうこ

とがある。近年、口腔内環境の悪化は口腔内固有の

問題にとどまらず、肺炎の発生や、がん治療の妨げ

になるなど、全身状態の悪化につながることが指摘

されている。口腔内環境悪化は入院中の患者さんの	

QOL低下につながる恐れがあるため、入院中も適

切な口腔管理を行うことは重要である。

当院では入院患者さんを対象とし、口腔機能の維

持	･	改善を目的に2001年に歯科が開設され、入院

患者さんの口腔衛生管理を行うシステムが構築され

てから20年以上が過ぎた。当科の今までの業務内

容としては、

1. 入院患者さんの歯科治療

2. 入院患者さんの口腔ケア

3. 摂食嚥下障害の患者さんへの歯科的対応

であったが、2012年の診療報酬改定の際に周術期

等口腔機能管理が新設されたことにより、それに関

わる患者さんに関しては一部外来診療も実施してい

る。マンパワーに限界はあるものの、今後も多くの

有病患者さんに歯科診療および専門的口腔ケアを提

供していきたい。処置内容としては2023年度まで

と同様に口腔ケアの件数が多い傾向であった。開設

当初からの当科の特徴である「専門的口腔ケアを中

心とした診療体制」を基本路線にしていく方針は今

後も変わらない。歯科治療については粘膜疾患への

対応、義歯調整、歯周治療、齲蝕治療が多い傾向に

あるのは前年度と同様であった。近年では口腔内感

染源精査のご依頼も多くなっており、今後も医科歯

科連携を推進していきたい。

また、当科は2013年度より組織編成上はリハビ

リテーション科から独立した。しかし、リハビリ

テーション科との関わりはこれまで通りであり、あ



【患者数】　 　 （単位：人）

処置人数 初診人数

患 者 数 6,775 855

【男女別初診件数 ･平均年齢】　

初診件数 年齢

男 514 74.5

女 341 75.1

全	平	均 74.7

【初診依頼内容別】　 　 （単位：件）

件数

口腔ケア 153

義歯調整 120

齲蝕治療 64

歯周治療 110

粘膜評価 188

熱源･感染源精査 68

BMA開始前評価 90

その他 62

合計 855

【処置内容別】　  （単位：人）

処置数

口腔ケア 3,164

義歯処置 506

齲蝕処置 275

歯周処置 621

抜歯処置 154

口腔粘膜疾患 680

顎骨壊死 92

その他 1,283

合　計 6,775




